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①
小
学
校
英
語
の
実
践
（
英
語
と
な
か
よ
し
」
（
中
区
・
立
野
小
学
校
）

立
野
小
学
校
と

「
英
語
と
な
か
よ
し
」

の
始
ま
り

　
立
野
小
学
校
は
Ｊ
Ｒ
山
手
駅
の

目
の
前
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
学

区
域
に
は
古
く
か
ら
外
国
人
が
多

く
居
住
し
て
お
り
、
国
公
私
立
の

学
校
が
点
在
す
る
地
域
で
す
。
近

く
に
は
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
ヨ
コ
ハ
マ
・

カ
ン
ト
リ
ー
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
の
略
）
や
根
岸
外
国
人
墓
地
、

根
岸
森
林
公
園
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
帰
国
児
童
や
外
国
籍
児
童
も

多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。
ヨ
コ
ハ

マ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
と
サ
ン
モ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児

童
の
体
験
入
学
も
毎
年
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
立
野
小
学
校
の
児
童

は
外
国
文
化
と
接
す
る
機
会
も
多

く
、
英
語
を
話
し
た
り
、
聞
い
た

り
す
る
機
会
に
も
比
較
的
恵
ま
れ

た
環
境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
性
を
学
校
の

特
色
と
し
て
生
か
す
た
め
、
平
成

1
2
年
度
よ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、

英
語
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

る
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
し
た
。
３
年
生
以
上
は
「
総
合

的
な
活
動
の
時
間
」
を
、
１
、
２

年
生
は
立
野
小
学
校
が
独
自
で
設

定
し
た
「
英
語
活
動
の
時
間
」
を

活
用
し
て
『
英
語
と
な
か
よ
し
』

を
創
設
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
『
英
語
と
な
か
よ
し
』
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
外
国
の
人
々
と
の
挨

拶
や
会
話
等
を
臆
せ
ず
自
然
に
で

き
る
子
を
目
指
し
、
英
語
に
親
し

み
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
1
7
年

度
か
ら
は
、
担
任
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
1
6
年
度
よ
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と

呼
称
）
の
力
を
借
り
て
授
業
を
進

め
る
「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」

の
形
を
明
確
化
し
て
授
業
の
実
践

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

２

「
英
語
と
な
か
よ
し
」
の

目
指
す
も
の

①
立
野
小
学
校
の
「
め
ざ
す
子
ど

　
も
像
」

・
自
分
の
知
っ
て
い
る
英
語
を
使

　
い
、
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
。

・
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
よ

　
く
聞
き
、
理
解
し
よ
う
と
す
る

　
と
と
も
に
、
知
っ
て
い
る
英
語

　
を
使
い
、
進
ん
で
思
い
や
考
え

　
を
伝
え
よ
う
と
す
る
子
ど
も
。

・
自
他
共
に
、
人
・
言
葉
・
文
化

　
を
理
解
し
、
尊
重
し
よ
う
と
す

　
る
子
ど
も
。

②
「
英
語
と
な
か
よ
し
」
の
全
体

　
目
標
と
具
体
目
標

〈
全
体
目
標
〉

・
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
ョ
ン
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ

　
い
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
進

　
ん
で
伝
え
よ
う
と
す
る
。

・
音
声
に
よ
る
、
聞
く
・
話
す
活

　
動
を
中
心
に
、
英
語
に
楽
し
く

　
触
れ
、
慣
れ
親
し
む
。

・
英
語
を
通
し
て
異
文
化
に
触

　
れ
、
自
国
の
文
化
と
比
較
し
な

　
が
ら
、
互
い
の
文
化
の
違
い
や

　
よ
さ
に
気
付
き
、
尊
重
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

〈
具
体
目
標
〉
（
低
・
中
・
高
学
年

別
に
設
定
）

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関

　
心
・
意
欲
・
態
度

②
聞
く
力
・
話
す
力

③
異
文
化
理
解
に
関
す
る
資
質
や

　
能
力

３
-
「
英
語
と
な
か
よ
し
」
の
実
際

①
指
導
体
制

　
担
任
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
及
び
英
語
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
行
い
ま
す
。
授
業
時
数

に
つ
い
て
は
「
Ａ
パ
タ
ー
ン
　
（
3
0

分
）
」
と
「
Ｂ
パ
タ
ー
ン
（
4
5
分
）
」

の
２
パ
タ
ー
ン
に
分
け
た
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
授
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
（
表
１
参
照
）
今
年

執
筆
者

三
浦
　
和
弘
　
ほ
か

横
浜
市
立
立
野
小
学
校
長

表１　授業の回数（年間）

表２　授業時数（年間）

*Ａパターン(30分)Ｂパターン(45分)の総時間数を45分=1時間として換算しています。

＊個別支援学級の児童は交流級で授業を行っています。

参
考
１

「
英
語
と
な
か
よ
し
」
の
あ
ゆ
み

○
平
成
十
二
年
度

・
九
月
よ
り
「
英
語
と
な
か
よ
し
」
の
名
称
で
、
三

　
名
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
力
を
お
借
り
し
ス
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度
は
、
各
学
年
と
も
年
間
2
8
時
間

を
目
安
に
授
業
時
数
を
設
定
し
ま

し
た
。
来
年
度
は
、
平
成
2
1
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
横
浜
市
の
英

語
活
動
完
全
実
施
（
全
学
年
3
5
時

間
）
に
向
け
て
、
国
際
理
解
教
室

と
合
わ
せ
て
年
間
3
5
時
間
を
目
指

し
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
（
参
考
１
参
照
）

②
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ

　
ィ
ー
チ
ン
グ

　
本
校
の
英
語
活
動
「
英
語
と
な

か
よ
し
」
を
支
え
て
き
た
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
指
導
者
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
授
業
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
小
学
校
で
の
英
語
活

動
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存

在
し
な
い
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

「
興
味
・
関
心
」
を
も
っ
て
楽
し

く
英
語
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
授
業
内
容
を
創
意
工
夫

し
、
レ
ッ
ス
ン
プ
ラ
ン
（
授
業
計

画
）
を
独
自
に
作
成
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
、
サ
ポ
ー
タ
ー

中
心
の
指
導
体
制
が
５
年
間
（
平

成
1
6
年
度
ま
で
）
続
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
現
在
の
立
野
小
学
校

の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
土
台
と

な
っ
た
「
あ
し
あ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
あ

し
あ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
は
、

授
業
実
践
を
重
ね
な
が
ら
、
１
年

間
の
活
動
内
容
を
残
し
て
い
っ
た

記
録
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
こ
の

記
録
を
も
と
に
子
ど
も
の
反
応
が

よ
か
っ
た
活
動
は
残
し
、
改
善
が

必
要
な
内
容
は
修
正
す
る
な
ど
し

て
、
次
年
度
の
計
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
の

結
果
、
年
間
活
動
計
画
の
内
容
は

年
々
練
り
上
げ
ら
れ
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
1
7
年
度
か
ら
学
級
担
任
が

中
心
と
な
り
英
語
活
動
を
進
め
て

い
く
指
導
体
制
に
変
わ
り
、
よ
り
段

階
的
・
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
目
指
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
立
野
小
学
校

の
場
合
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
が

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
、

土
台
と
な
る
「
あ
し
あ
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
が
あ
っ
た
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
内
容
を
見
直
し
、
再
構
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一

重
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
と
、
実
践
の

積
み
重
ね
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と

も
に
、
よ
り
効
果
的
な
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
ク
を
目
指
し
て
、
英

語
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
担
任
」
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
あ
り
、
そ
の

よ
さ
を
生
か
し
た
役
割
分
担
を
す

る
こ
と
で
、
効
果
的
な
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
担
任
は
日
常
の

学
校
生
活
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
実

態
を
よ
く
把
握
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
「
興
味
・
関
心
」
に
合
っ

た
レ
ッ
ス
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

全
体
を
ま
と
め
な
が
ら
授
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
語
の

「
知
識
が
豊
富
で
技
能
を
持
つ
」

サ
ポ
ー
タ
ー
は
子
ど
も
た
ち
に
発

音
の
手
本
を
示
し
た
り
、
授
業
内

容
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
役
割
分

担
は
あ
く
ま
で
も
基
本
で
あ
り
、

授
業
内
容
に
合
わ
せ
て
役
割
を
入

れ
替
え
る
な
ど
、
柔
軟
な
形
態
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
テ

ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
ク
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
に
は
、
授
業
の
前

の
打
ち
合
わ
せ
が
不
可
欠
で
す
。

休
み
時
間
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、

互
い
の
役
割
を
確
認
し
、
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
ク
に
よ
る
授
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
任
・
サ
ポ

ー
タ
ー
と
も
に
、
活
動
し
て
い
る

子
ど
も
の
頑
張
り
や
進
歩
を
捉

え
、
大
い
に
褒
め
励
ま
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
指
導
者
が
増
え
る

●
全
ク
ラ
ス
、
毎
週
一
回
（
二
十
五
分
間
）
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
。

○
平
成
十
三
年
度

●
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
迎
え
た
、

●
一
年
間
の
活
動
を
「
あ
し
あ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

　
と
し
て
ま
と
め
る
。

○
平
成
十
四
年
度

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
新
た
に
二
名
の
方
を
迎
え
る
。

●
「
あ
し
あ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
見
直
し
と
、
反
省

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

●
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
に
あ
わ
せ
て
関
連
の
言
語

　
材
料
を
使
用
。

○
平
成
十
五
年
度

●
時
間
の
枠
組
み
を
再
検
討
し
、
従
来
の
二
十
五

　
分
を
Ａ
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
新
た
に
四
十
五
分
の

　
Ｂ
パ
タ
ー
ン
（
三
年
生
以
上
）
を
新
設
。

○
平
成
十
六
年
度

・
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
内
容
が
系
統
的
・
段
階

　
的
に
な
る
よ
う
に
年
間
指
導
計
画
を
組
み
直

　
す
。

・
横
浜
市
の
「
国
際
理
解
教
室
一
と
の
連
携
も
図

　
る
。

・
高
学
年
は
仲
尾
台
中
学
校
の
英
語
科
教
諭
と

　
連
携
し
内
容
を
整
理
す
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
称
し
、

　
各
学
年
と
も
二
名
の
態
勢
に
。

●
神
奈
川
県
の
「
小
学
校
英
会
話
活
動
研
究
委
託

　
校
」
、
横
浜
市
の
一
地
域
人
材
を
活
用
し
た
英
語

　
活
動
推
進
校
」
に
指
定
。

・
『
子
ど
も
英
語
』
（
ア
ル
ク
）
十
二
月
号
に
掲
載
。

○
平
成
十
七
年
度

●
担
任
が
よ
り
積
極
的
に
関
わ
り
、
中
心
と
な
っ
て

　
進
め
て
い
く
形
態
に
。

●
五
分
間
の
ふ
り
返
り
時
間
を
も
ち
、
三
十
分
の

　
授
業
時
間
と
し
た
。

●
「
国
際
理
解
教
室
」
の
外
国
人
講
師
、
｛
に
｛

　
（
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
　
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
　
I
n
s
t
r
u
c
-

　
t
o
r
)
や
横
浜
市
の
小
学
校
英
語
活
動
推
進
校

　
に
配
置
さ
れ
て
い
る

●
英
語
指
導
A
E
T
(
A
s
s
i
s
t
a
n
t
　
E
n
g
l
i
s
h

　
T
e
a
c
h
e
r
)
を
迎
え
る
。

●
神
奈
川
県
小
学
校
英
会
話
活
動
研
究
委
託
校

　
（
継
続
）
、
横
浜
市
小
学
校
英
語
活
動
推
進
校

　
（
継
続
）
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
（
P
S
Y
）

　
（
仲
尾
台
中
学
校
と
の
小
中
連
携
）
指
定
校
と

　
な
る
。

○
平
成
十
八
年
度

・
文
部
科
学
省
委
嘱
事
業
研
究
開
発
学
校
（
英
語
）
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こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
が

頑
張
り
を
認
め
ら
れ
、
自
信
を
も

ち
、
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
へ
の
支
援
の
手
が

厚
く
な
る
こ
と
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
大
き
な
存
在
価
値
と
い
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
担
任
と
サ
ポ
ー
タ
ー

が
互
い
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら

協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
を

使
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
英
語
を
よ

り
好
き
に
な
れ
る
よ
う
、
英
語
活

動
の
充
実
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
授
業
の
実
際

　
６
年
生
の
あ
る
日
の
授
業
を
紹

介
し
ま
す
。
ト
ピ
ッ
ク
（
題
材
）
は

　
”
何
の
科
目
が
好
き
？
”
こ
の
日

の
授
業
は
担
任
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ

ん
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
３
人
で
行
わ
れ
ま

し
た
｡
"
G
o
o
d
m
o
r
n
i
n
g
,
H
o
w

a
r
e
　
y
o
u
?
と
い
つ
も
の
挨
拶
が

交
わ
さ
れ
た
後
、
黒
板
に
教
科
書

の
表
紙
の
絵
（
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー

ド
）
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。
算
数
の

教
科
書
を
指
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
や
サ

ポ
ー
タ
ー
が
「
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
」
と
言
う

と
子
ど
も
達
も
大
き
な
声
で
ま
ね

し
ま
す
。
「
図
工
は
A
ｒ
ｔ
」
「
体
育

は
P
.
E
.
」
「
理
科
は
S
c
i
e
n
c
e
」
…
。

何
回
か
く
り
返
す
う
ち
に
子
ど
も

た
ち
は
次
々
と
科
目
の
名
前
を
覚

え
て
い
き
ま
す
。
だ
い
た
い
み
ん

な
が
覚
え
た
と
こ
ろ
で
、
ゲ
ー
ム

が
始
ま
り
ま
す
。
今
日
の
ゲ
ー
ム

は
”
カ
ー
ド
・
ゲ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
”

で
す
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
机
の
上
に

８
枚
（
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社

会
、
図
工
、
音
楽
、
体
育
、
家
庭

科
）
の
カ
ー
ド
が
置
か
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
手
を
頭
の
上
に
置

き
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
言
葉
を
待
ち
ま
す
。

「
M
u
s
i
c
!
」
誰
が
一
番
に
カ
ー
ド

を
ケ
ッ
ト
で
き
る
か
を
競
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
耳
を

澄
ま
せ
て
い
ま
す
。
聞
く
こ
と
が

英
語
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
大
好
き
な
A
r
t
だ
け
は
取
る
ぞ
」

「
一
番
た
く
さ
ん
取
っ
て
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
な
」
そ
れ
ぞ

れ
に
自
分
の
め
あ
て
を
も
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。
担
任
と
サ
ポ
ー
タ

ー
は
各
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。
グ
ル

ー
プ
の
様
子
を
見
て
自
信
の
な
さ

そ
う
な
子
が
い
た
場
合
、
そ
の
子

の
応
援
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
頃
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
日
本
語
の

科
目
名
と
英
語
の
発
音
が
一
致
し

て
き
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
子
ど
私

達
は
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
楽
し
く
革

語
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
次
に
、
指
導
者
３
人
の
や
り
と

り
を
見
せ
ま
す
。

W
h
a
t
　
s
u
b
-

j
e
c
t
　
d
o
　
y
o
u
　
l
i
k
e
?
"
"
I
　
l
i
k
e

P
E
.
”
”
I
　
l
i
k
e
　
m
u
s
i
c
.
"
･
･
･

「
何

の
科
目
が
好
き
？
」
と
聞
い
て
い

る
か
ら
「
～
が
好
き
」
と
答
え
れ

ば
い
い
の
だ
な
。
３
人
の
や
り
と

り
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る

間
に
、
い
ち
い
ち
日
本
語
に
訳
さ

な
く
て
も
表
情
や
ア
ク
シ
ョ
ン
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
意
味
を
理
解

し
ま
す
。
さ
て
、
次
の
活
動
は

「
６
年
２
組
の
人
気
科
目
ラ
ン
キ

ン
グ
を
調
べ
よ
う
」
で
す
。
一
人

一
人
に
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
　
ｓ
ｕ
ｂ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　
ｄ
ｏ

ｙ
ｏ
ｕ
ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
？
”
と
質
問
さ
れ
、
全
員

が
”
Ｉ
　
ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
～
.
”
と
答
え
て
い
き
ま

す
。
「
～
さ
ん
は
私
と
同
じ
理
科

が
好
き
な
ん
だ
ね
。
」
「
先
生
は
国

語
な
ん
だ
、
意
外
だ
な
あ
。
」
こ

う
や
っ
て
英
語
活
動
を
通
し
て
友

だ
ち
や
先
生
の
こ
と
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
4
0
人
全
員
が
自
分

の
好
き
な
科
目
を
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
第
一
位
は
や
は
り

予
想
通
り
、
「
Ｐ
.
Ｅ
」
で
し
た
。
サ
ポ

ー
タ
ー
さ
ん
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
お
か
げ

で
楽
し
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
今
日
の
英
語
の
授
業
は

終
わ
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
で
は

「
聞
く
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
を
中

心
に
し
た
英
語
の
活
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

４

「
英
語
と
な
か
よ
し
」
と

中
学
校
で
の
英
語

～
小
学
校
で
英
語
に
親
し
ん

だ
子
ど
も
た
ち
　
メ
リ
ッ
ト

と
課
題
～

　
立
野
小
学
校
で
英
語
を
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
は
、
中
学
校
入
学
後

ど
の
よ
う
な
学
び
を
続
け
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
様
子
を
隣
接

す
る
仲
尾
台
中
学
校
の
英
語
教
諭

と
と
も
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
指
摘
で
き
る
こ
と
は

「
立
野
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
英

語
に
対
す
る
壁
が
低
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
英
語
学
習
に
対
す
る

姿
勢
が
前
向
き
で
、
多
少
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
諦
め
ず

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
発
表

学
習
の
と
き
に
、
全
員
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
語
学
習
に

取
り
組
む
際
の
ハ
ー
ド
ル
が
低

く
、
積
極
的
に
学
習
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
第
二
は
、
「
聞
く
力
に
優
れ
、

発
音
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
音
声
中
心
に
英

語
学
習
を
進
め
、
小
学
校
低
学
年

か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
正
し
い
発
音

に
接
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
中
学
校
に
お
い
て
も
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
英
語
を

用
い
た
授
業
を
進
め
、
生
徒
が
発

言
す
る
機
会
を
多
く
と
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
で
は
「
国
際
理
解
教
室
」

を
小
学
校
全
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果
を
意
外
な
と
き
に

感
じ
ま
す
。
従
来
、
英
語
と
い
う

と
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

を
連
想
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
の
中
学
生
は
「
国

際
理
解
教
室
」
の
授
業
で
多
様
な

国
の
「
人
」
や
「
文
化
」
に
接
し

た
経
験
か
ら
、
外
国
の
と
ら
え
方

に
幅
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

英
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
異
文
化
を
理

解
す
る
「
手
段
」
と
し
て
と
ら
え

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
「
小
学
校
と
の
連
携
」

と
い
う
視
点
か
ら
中
学
校
英
語
の

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。
市
内
の
小
学
校
の
中
に
は
、

英
語
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
小
学

校
も
多
く
あ
り
ま
す
。
中
学
校
入

学
後
、
生
徒
の
実
態
を
い
ち
早
く

把
握
し
、
習
熟
度
別
や
少
人
数
に

よ
る
学
習
も
取
り
入
れ
、
柔
軟
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
協
力
を
お
願
い

し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
実
態

に
応
じ
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
立
野
小
学
校
を
卒
業
し
た
子

ど
も
た
ち
に
も
「
話
す
」
「
聞
く
」

は
で
き
ま
す
が
、
「
書
く
こ
と
」

に
対
す
る
抵
抗
感
が
強
い
子
ど
も

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
法
上
の

理
解
不
足
や
「
音
」
と
「
つ
づ
り
」

が
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
言
え

た
」
こ
と
に
つ
い
て
「
文
章
で
も

表
現
で
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
、

今
後
も
指
導
を
工
夫
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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『英語となかよし』立野小における英語ボランティア活動の軌跡(2000年～2006年)

　横浜市立立野小学校はJR山手駅前に位置し、昨年度新校舎

が落成、英語ボランティア＝サポーターであるわたしたちも美しい

デザインの校舎にて心新たに活動いたしております。今年で七年

目になります立野小学校における英語教育の足跡その他を述べ

てみたいと思います。

　2000年4月、住田平吉校長の思い‐日常的に伸びやかに英語

を話す子どもたちを育てたい。地域性を鑑み、教えてくれる人を地

域で探そう一児童の各家庭、町内会などへ募集が始まりました。わ

たしは近隣のＰＴＡ役員からお話を受け、空いている日ならと即

答いたしましたところ驚かれました。Γ継続的に｣との言葉でなか

なかＯＫが得られなかったとのことでした。(わたし自身は数回の

引っ越し～海外も含め～をしつつ、自宅にて幼稚園生から高校生

まで、全人教育を念頭に置きながら25年間英語を教えて参りまし

た。)9月からイギリス人、フェルナンデスさん、森田さん、わたしの

三人で始め、その後数年間補助の方(60,70歳代の方も)とペアを

組み、二学年各三クラス週1回を担当いたしました。毎回の授業

プラン及び教材づくりと大変ではありましたが、自由な発想可能の

授業を、とても楽しくさせていただきました。 2001年2月には、保護

者も参加の大きな視察会があり、それが校外への初めての｢発信｣

の日であったと思います。一方、スタートから立野小での英語教育

活動を支え、わたしたちボランティアをも、ユーモアと細やかな配慮

で支えてくださった桐山茂和先生を忘れることはできません。神奈

川大学内でのパネルディスカッション、教材選択など様々思い起こ

されます。そして、同年4月から丸山進校長、2004年から三浦和

弘校長に順次引き継がれ、年ごとに責任をもったレギュラーボラン

ティアが増えて参りました。

　2005年から、授業は担任の先生中心にＡＥＴも加わり、わたし

たちもサポーターという呼称のもと補助の役割に変わりました。Ａ

ＥＴのジェイミーさんは毎日来校のため、職員室内はプチ国際

化?!、諸先生も英語色に染まりつつあります。

　小学校教育は教育の原点といわれます。子どもたちが初めて

接する教育内容はよりよいものであることは望ましく、英語教育に

おいても、ＹＥＳ･NOの要求や押しの強さが日本人向きとは言えな

い分、相手に対してよい発音(｢ほんとに発音がいいわね｣の効果

絶大)と豊かな発想の表現力(ただしゃべることができるではなく)

などをキラリと光る教育によって身に付けていって欲しいと念じる

22■特集・横浜の教育改革

今日この頃でございます。

また、未来へ向け国際社

会において、日本人として

立派に活躍する次世代の

子どもたちが、よりよい英

語教育を受けられますよ

う、微力ながらこれからも

協力を惜しまないつもりで

おります。Thank You.

Ｐ.S／｢活用されていない

中学･高校英語教員免許

取得｣者の発掘採用は、

ショートカット(近道)

　｢自由にやってくれていいよ。難しいのはだめだよ。子どもたちが

自分から進んで英語を話すようになってくれれば充分。｣

　これが当時の住田校長と英語を始めるにあたり、初めて交わし

た会話です。7年前の春、学校から家庭に配られた教育ボランテ

ィア募集のお知らせの英語の項目に、保護者としてたった一人、

丸をつけたわたし。そして、その後集まった地域のボランティア2名

と共に、手探りの｢英語となかよし｣が始まりました。

　中学1年の時、シアトルの公立中学校に転校したわたしは、｢言

葉が通じないというのは、こうも大変なことなのか?｣と、身をもって

感じた経験があります。知っているはずの単語が聞いたことのな

い音にしか聞こえなかったり、アクセントの位置が違うと全く通じな

かったりすることはしょっちゅうでした。自分の意志を伝えるために

は、いかに正しい発音で話すことができるかが重要だったのです。

日本の子どもたちも、小さいうちから英語に親しみ、正しい発音を

身に付け、通じる英語を話せるようになって欲しいという願いから

ボランティアに参加することを決めました。当初は、活動案から教

材まで全てボランティアの手作りでした。動物や食べ物のカード、

校長先生の似顔絵の福笑いも作りました。台所の床で大きなピザ

の台紙に色を塗り、載せる具材のカードを何種類も用意したことも

あります。英語劇｢桃太郎｣や｢大きなかぶ｣では、短く覚えやすい

表現を心がけました。サッカーのワールドカップが開催されたときに

は商店街に万国旗がはためいていました。｢どこの国ですか?｣

｢どこの国に行きたいですか?｣子どもたちが今正に興味のある事

柄を取り上げると、みないきいきと答えます。マニュアル一辺倒では

ないタイムリーな話題も加えていくことは、広い知識を身に付ける

ためにも大切ではないでしょうか。

　この七年間、試行錯誤の日々でしたが、子どもたちの笑顔、そ

して｢えっ!もう終わり?もっとやりたい!｣この言葉に支えられて来た

気がします。今後は、子どもたちの成長に合わせた活動内容に対

して、無理がないか、あるいは退屈していないかと一人一人の反

応をきめ細かく見守っていくということがわたしたちボランティアの

役割であると思っています。そして立野小学校はこれからも英語

教育をリードするチャレンジャーであれ!とエールを送り続けるつも

りです。

碓井　勢津子さん 森田　宣子さん
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